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Chapter5　映像言語の基本的概念(3) カメラワーク

映画技法用語の基礎（テレビ番組『アメリカのアメリカの夜』から）
　
1. レンズとは
　　　　（レンズは画角の違いにより、基本的に3種類のものがあると考えることができる）
　　　　・広角レンズ

　　　　・標準レンズ

　　　　・望遠レンズ 
　　　　　　＊これらのレンズの違いは、「画角」「パースペクティブ」「被写界深度」などの特性が異なる

　　　　　　＊これらの画角を連続して変化させることのできるレンズが「ズームレンズ」である）
　　　
2.　ＰＡＮ（パン）　

　　　 ・パン（“パノラマ”が語源）

　　　　＊左右への「パン」＝最も基本的な動き。

　　・フォロー

　　＊「フォロー」動いているのものをパンで追うこと。　例.『レインマン』

　　　　（映画でのパンの使われ方で一番多い）　

　　・ティルト

　　　＊上下への「パン」＝上にパンする「パンアップ」、下にパンする「パンダウン」

　　　（正確には「ティルト」「ティルトアップ」「ティルトダウン」という）。

　　例.『タワーリング・インフェルノ』

・ＰＡＮの意味性　例.『ＰＡＮ、ワンカット、カット割の差』

・360度ＰＡＮ　例.『存在の耐えられない軽さ』
　
3. 移動ショット
　　　・横移動（平行移動＝ドリー）
　　　・縦移動（トラックアップ・バック、ドリーイン・バック）
　　　・回転移動
　　　　　
4.　パン・フォーカス

　　　・パン・フォーカス
　　　　＊パン・フォーカスという時のパンは全てにという意味。つまりパン・フォーカスは全てに焦点が合うということ、画面の中
　　　　にある全てのものに焦点を合わせることをいう。
　　　・パン・フォーカスと構図
　　　・パン・フォーカスの作り方　例.『ローマの休日』『白い恐怖』

　
5. クレーン効果
　　　・クレーンショットの意味性（クレーンとカット）
　　　・クレーンの動き　例.『明日に向かって打て』ほか
